保護者様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年３月１日
京都市立楊梅幼稚園
園長　　外薗　知子

令和５年度　第２回学校評価
平素は、本園の教育活動にご理解、ご協力いただき厚くお礼申し上げます。１月にはアンケートのご協力、ありがとうございました。２月１９日に学校運営協議会があり、幼稚園の第２回のアンケート結果の報告と学校評価について話をしました。皆様にもご報告させていただきます。
【教育目標】　　　　「かかわりを楽しみ、よりよい生活を創り出す子ども」の育成
【目指す子ども像】　探究　　　夢中になって遊ぶ子ども
ふれあい　かかわりを楽しむ子ども
誇り　　　自分のことは自分でしようとする子ども





【保護者アンケートからの考察】（別紙１）
　今回のアンケートは回答率が１００％でした。保護者の皆さんが主体的に幼稚園教育にかかわろうとしてくださっていることがうかがえます。アプリを使っての連絡等もスムーズに運用が進み、保護者の皆さんにも便利に利用していただいていることもうかがえます。
　設問１、２、３については、全ての方に「あてはまる」「概ねあてはまる」とご回答いただき、子どもたちが幼稚園での遊びを楽しんでいることや、人、もの、こと、とのかかわりを楽しんでいることを、子どもたちの日々の姿から感じていただいていることがわかります。3月の一年の締めくくりの生活をする中で、教育目標を達成していけるよう、子どもたちの生活がより充実していくよう教職員一同、努力していきたいと考えています。
　設問４「自分の子どもは自分のことは自分でしようとする」については、「概ねあてはまる」と回答された方が一番多く、次いで「あてはまる」が多い回答です。第１回の学校評価と比べ、「あまりあてはまらい」という回答が減っています。子どもたちが自分のことを自分でしようとしている姿を、保護者の方がしっかり感じ取ってくださり、成長を感じていただいているのだと思います。身辺自立に向けては、幼児期に大切にしていきたいと思います。今後も個に応じた丁寧な支援をしていきたいと思います。
　設問５「安心して自分の子どもを預かり保育に参加させている」では、預かり保育を利用していただいている方においては、皆さん安心していただいているようです。また、預かり保育の利用も増えています。保護者が、必要な時に安心してご利用できるよう、預かり保育の充実に努めたいと考えています。
　設問６「教職員は話しやすく、相談しやすい」は、保護者の方と幼稚園が同じ方向を向いて、子どもたちの育ちを見守っていくために、大切なことだと考えています。保護者の皆さんのご協力もあり、この項目については大変良い評価をいただいています。
　それぞれの設問において、「あまりあてはまらない」「あてはまらない」と答えられた方には、個別にお話を伺い、子どもにとってどうしていくことが良い考え、丁寧に対応させていただくようにしています。
【保護者からの自由記述】
○子どもたちの様子について
　子どもたちが遊びを通して成長していることを保護者の方も嬉しく安心して見守ってくださっているようです。また、子どもたちのより良い育ちに向けて、個々の課題やめあても共有できているようです。その他のご意見としていただいたご要望については、検討、見直し、改善を進め、子どもたちにとっての最善の方法を見つけていきたいと考えています。
（３歳児）
・幼稚園に行くことを楽しいにしていて、特にみんなでお弁当を食べる時間がとても楽しいみたいです。幼稚園でした遊びを家でもしています。
・子どもがのびのびと遊んで、社会性を学んでいるので、楊梅幼稚園を選んでよかった。
・始めは不安から行くことをためらっていたけれど、友達のおかげて毎日幼稚園が楽しみになった。周りの友達に迷惑をかけてしまうこともあるが、周りの保護者の皆様の理解とご協力のおかげて助かっている。
・子ども自身が、幼稚園に居場所をつくって、親の知らないところで先生やお友達との関係を築いていく中で、親はあまり入り込まない方がいいこともあると思う。
（４歳児）
・幼稚園ではお友達や先生と楽しく遊んでいる様子なのですが、朝の送り出しの時の起源により、中々すっといかず、難しいと思う日があります。
・これからも先生、お友達と楽しく過ごしてほしいです。
・保護者として、楊梅幼稚園との出会いは幸いです。
（５歳児）
・やりたいことを先生がどんどん引きだしてくださって、自分の世界を広げているようでうれしく思っています。新しいことや場所が苦手で、幼稚園でも苦労していると思うのですが、「やってみると楽しかった」と自信を持つ姿が、家でも多々見られます。先生から、子どもの行動や思いを聞き、自分自身も前より子どもを理解できたように思います。
・全園児での園外保育や、体験型の園内展など、子どもたちだけでなく、先生も保護者も一緒になって創り上げていくような面白く変化にとんだ、みんなが笑顔になれる企画が考えられていると感じます。
・毎日楽しく幼稚園に通っている。どの先生も話しやすくとても良い環境で日々過ごしてくれているがわかるので安心して預けることができる。
・送迎時の報告で、園での様子がよくわかる。
・新しい環境になじめない部分もあるので、少しずつ慣れていけたらと思う。
（その他のご意見）
・来年度のさくら組の保育室について、保育の中で不便が出るようなら、代替案の準備はしておいていただきたい。再来年度以降のことも考えておいてほしい。

【教職員アンケート（自己評価）からの考察】（別紙２）
　教職員自己評価は、評価項目の「子どもは」を「幼稚園の子どもは」または「クラスの子どもは」に置き換えて、行いました。設問６は保護者に対して話しやすく、相談しやすい教職員であるために注力できたかどうかについて評価しました。
　全教職員が全設問に対して、「あてはまる」「概ねあてはまる」と回答しました。教職員自身も毎日、幼稚園に来て、子どもたちとかかわることが楽しく、充実した幼稚園生活を送ることができています。全て、子どもたち、保護者の皆さんのおかげであると感謝しています。子どもや保護者の不安に関しては、その都度、真摯に向き合い、精いっぱい考え、組織として取り組んできたと思っています。しかし、子どものより良い育ちを考えると、環境構成や支援についてまだまだ努力の余地があると考えられます。保護者の皆さんからの評価をもとに、今年度を反省し、次年度への課題として取り組んでいきたいと考えています。

【学校運営協議会関係者からの考察】
